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還流水槽の試作

大川鉄男

〈北海道大学水産学部水産機械学教室〉

Trial production of a circulating-water tank 

Tetsuo OKAWA 

Abstract 

In order to make it pωsible to∞nduct model experiments on fisbing implements or sbips 
tbe writer prepared a smaII circulating-water tank. Its form is an open cbannel baving rectan-

gular sectionぉ sbownin Fig. 1 and Fig. 5 (Rigbt). One ba!f horse power electric motor， 

stepless torque converter and four blade screw are equipped to circulate tbe water in tbe tank. 

In order to get tbe stream-Iine fIow as uniformly as抑制ble，guide van関 sbownin Fig. 3 

釘eset a t tbree∞rners正C，E， G in Fig.l) and five aerofoiI bladessbown in Fig. 4 are equipped 
in front of tbe second corner (D in Fig. 1). 

For tbe purp自慢ofmaking sure that the current s戸edis uniform at tbe measuring section 

of this tank， tbe writer adjusted tbe stream line witb tbe guide vanes observing by means of 

twenty-five pitot tu以諮おsbownin Fig. 5 and then got tbe range of uniform current speed from 

o cmJsec to 50 cmJsec as sbown in Figs. 6-9. 

ディプレッサー・プラ yグト yネットなどの漁具や，船舶等の各種模型の流水試験を便ならしめるため

に，小型の還流水槽を試作したのでその構造の大略を発表する。

I 全体構造

全体の構造は第1図の平面図に示してある。 Mは誘導電動電導機 (3相交流〕できIf'.プーリーは3岬，

廻転数は毎分1420である。 Rは無段愛速機で， これはそーターから平ベルトで駆動される。プーリーは10伸

従って426R.P. M.。内部構造はVベルト式であるため無段変速し，その愛速比は4:1である。 Tは水槽本

体で図の知く各隅にトタシ板です円周の円味をつけ，更にタシクの内部にトタン板で塀をくみ水路を形成す

る。水路は短形開溝でその断面は285mmx筑)()mmで，これに260mmまで水を入れる(第5図参照〉。従っ

て水路は略精円形となり，外側にて長軌lm655mm短執lm145mmである。各隅の曲率字経は内側で1∞mm，

/6tt 

Fig. 1 Plane figure of tbe 
circulating-water tank 

外側で385mmである。

外側壁及び底部は板囲して之にトタy板を張った》めに

充分な強度があるが. 内側壁は水圧のために倒れるおそれ

があるのでそれを防止するため内部にも水を入れておく。

E各部

1. スグリウー:第1図にてAがスグリウであるが，無

段変速機(R)に直結して廻転し流速を起す。真鋳板 C厚

さ1.2mm)製で直径225mmO の4枚羽根からなり，タyグ

の外壁に設けたグラシドを通る軸に取付けてある。 変通機

浸透比によりスグリウーの廻転数が~IJ ， それによって流
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速が変ずる。

2. 格子:水はえクリウーによって押し出されるために，その流線は振れている。それを直線流にするた

めにこの格子をおく。この寸法は第2図に示すが.格子自の大きさは50mm角〈トタン板28普製〉である。

Fig. 2 Latticework 

Fig. 3 Guide vanes 
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J 
J 
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この格子を配置することによって，流速の振れは防止され，更に測定個所

(第1図F)の流速はこれを置かない場合より早くなる。配置個所はスグリ

ウーから押し出される流速の早さにより遣えなければならないが，開溝の上

回の流速を見ながら流速の振れが略その中央に来ると恩われる個所(第1図

B附近)にその前端をおくとよ u、。この配置個所を~えることによって測定

個所の流速は~IJ ，叉水路内の各部の流速にも愛化がある。この格子は水流

におされて流されぬようにセヲトする。

3. 整流板:第3図の如き整流板を第1図のC・E・Gの3隅におく。格
子を通って来た流水はその慣性カのために曲線路に来ると外側が早くなり，

且つ外周に水が盛り上ってくるのでこれを防止し.更に曲線路の内側にも適

当な流速を与えるためにこの整流板をおくのである。但し低速流の場合には

Gの位置を除いた2間だけにしても大して差障りはない。図の如く 5枚(最

外側のは外壁に代用)のトタジ板 (28韓〉を間隔 5Omm~こ底板び及び側板に

ハシダ付して支える。

4. 流速調整装置 f翼)前記整流板をおくことによって溝の内側jに適当

な流速のあるように努めたが，これだけでは内側と外側の流速を同一にする

ことは仲々困難であ号。従ってこの内外の流速を調整するために第4図の装

置をおいた。

この流速調整装置5枚を第2隅(第1図E)の整流板の前方く筒D)に之

と直接に接触しておき.蝶番で之に取付け手可動式に調節操作の出来るよう

にする。これらのアタッグアシグルをいろいろ菱化させることによって，第

2の整流板の各溝内に入り込む水流を調節して測定個所における流速を一様

ならしめようとするものである。

流速調整装置の断面は翼型N.A.C.A.4i却で.

翼幅印，mm，翼長32Qmm(水中袋ぬmm)，現厚5.4m

m，従って水中のアスペグト比は48である。翼型に

した理由は，水の源疏を出来るだけ少なくするため

であるが.翼型にするとその厚みだけ水路の有効断

面積を絞ることになる。翼型形式をN.A.C.Aぷ問

にしたのは他の形式のものに比して肉の厚さが最薄

で流水の絞りが最小(水流有効断面積愚大〉のため

である。

5. ピトー管群:模型試験を行うべき測定個所の
Fig. 4 Aerofoil blade 

流速を一様ならしめるために翼型の流速調整装置を

操作して調節を行うのであるが， 一枚の翼を動かすことによってそれに直接関係がないと恩われるような綴

れている溝の内部の流速にも愛化が起きてくる。 このために1*のピトー管で測定個所断固の流速を測定し
乍ら断面が一様な流速になるように調整することは非常に煩積であり且つ時間もか弘る。

これを簡単に且つ早く調整を完了するために25木のガラス製動圧測定ピトー管群を流速測定流域内に縦横

に等間隔に配列した。 この25点の流迭をプム管で導いて直管内の水頭で現わし一度に比較観測をしつ h翼型
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Fig. 5 Twenty-five pitot tubes 

のアタックアyグルを加載しながら流速を調整するのである。

命，この動圧を導いた直管内の水位は低くて読みにくいので25

木を1*のや》太めの管に導いてこの中の空気を或程度抜いて
水位を高くし(目測の高さ〉読み易くした。

E 測 定

以上のように.25点に於ける動圧を同一水頭になるように調

節し終った後でこれを取表り，然る後キャリプレーショ yの出

来ているピトー管でその25点の流速を測定したものが第6図~

第9図である。平均流速としてあらわした数値は25点のうち外

壁及び底に近いものは壁画の影響が考えられるので中央部の9

点をとり，この数値の代数和平均をとったものである。

Fig. 6 Speed distri- Fig. 7 Speed distri-

bution chart bution chart 

く1)17.3 Cllljsec (2) 27.8 cmj肘 G

Fig.8 S戸eddistri-

bution chart 

(3) 36.3 cm/四 C

l V検肘

Fig. 9 Speed distri-

bution chart 

(4) 49.1 CI11んec

1. データーにみられる如く， 速度分布は略良好で，使用断固範囲は壁面の摩擦等の霊長響のないと思われ

る水路の中央部約 180mmx 160mmを適当とする。そして水面からの深浅による流速の菱化はないようであ

る。

2. この寸法の装置では試験を行い得る範囲は約80cm(第1図Eの後端よりGの前端まで〕である。

3. 流速が大になってくると，壁面の徴少の凹凸が所説に影響を与え，水面に波が立ってくる。それまで

の速度流域はocmj，踊c.-50cmんecである。勿論開講の内陸の凹凸を少なくすれば流速は更に大きく出来る。

4. 速度はピトー管で測定する時には静動水頭蓋の2乗根に比例して効いてくるが， 流速が非常に小さu、

時はガラス管群の互の水頭差が小さくて読みにくく従って調節しにい、。

5. 翼型の摘は水路の内側に於けるものの方を長くした方が内外岡ーの長さにしたものより流線調節に楽

である。

6. 7K泡はスグリウー附近では生ずるが観測点附近では殆となし叉渦流も殆ど生じなU、。

7. 第 1図のHはこの部分だけを板ガラスとしてある。 その内部に必要に応じて角形のガラス函を沈めそ

の中に鏡を450に設置して上部より観測し，又はカメラをおいて水中の模型を撮影しようとするものである。

向，ヌド試作に終始御指導をいた叶、た小林喜一郎教授並に五十嵐惰蔵助手に厚く感謝する次第である。
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